
 

 

 

 

 

 

今年度は「全国学力・学習状況調査」は中止となりましたが、結果を活かし今後の改善を図ってい

くために、学校としての主な課題とその改善策などを考えました。合わせて報告させていただきます。  

国語科の結果と改善策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  算数科の結果と改善策 

 …「１５０ｃｍの１．３倍」に当たる長さの求め方や面積の単位や求め方について選択したり、短

答記述したりする問題は、正答率が８０％を超えており、比較的できていると思います。また、

立体の問題では、三角柱の底面や側面に貼る紙の枚数を求めたり、四角柱の性質を基に示された

かけ算の式の意味を短答記述したりする問題も高い正答率でした。 

   しかし、直径や円周、円周率の関係を理解して、回答する問題の正答率は低かったです。また、

「1/4L の図を直すわけ」を考えたり、「0.75＋0.9」についてある数のいくつ分かを考えて説明し

たりする問題、示されたグラフの中から、問題文にあったものを選び、わけを記述する問題の正

答率が非常に低かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   数量や図形についての簡単な知識・理解・技能を問う設問には、苦手意識を持つ子は少ないと

考えられますが、数学的な思考を問う設問に対しては、苦手意識を持つ児童が多いことが分かり

ました。ただ、無回答率は低く、分からなくても粘り強く考え、少しでも頑張ろうと取り組む児

童が多いことも分かりました。「どうしてそれを選んだのか。」「なぜそう考えたのか。」日々の授

業の中で、理由を聞いたり、自分の考えを主体的・対話的に説明したりする活動を多く取り入れ

ていきたいと考えています。また、基礎基本の定着も大切ですので、学習クラブの『iプリ』を活

用し、プリントでの復習を行っております。詳しい解説は、下記ホームページを参考にしてくだ

さい。 

https://www.nier.go.jp/20chousa/20chousa.htm（参考：令和２年令和 2 年度全国学力・学習状

況調査の調査問題・正答例・解説資料について 国立教育政策研究所 HPより） 

 

令和２年１２月１８日 

若宮小学校 

自分の意見を簡単にまとめたり、文章に合ったものを選択したりする問題はできていま

したが、文章から情報を収集し、他と比較した上で、自分の考えをまとめるような問題

への対処が難しかったです。特に上の問題のような、記述にいくつかの条件が加わると

正答率が低くなります。同じような問題について国語科の授業でも取り上げていきたい

と考えております 

特に、選択した理由を

様々な方法で説明してい

く記述式問題が苦手であ

るという結果でした。 

https://www.nier.go.jp/20chousa/20chousa.htm


  児童質問紙調査の結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《今後の改善策》 

   質問紙では、テレビの視聴時間・ゲームの利用時間が多いのも毎年の課題です。テレビ等の視

聴時間２時間以上が５２％、ゲームを１日に２時間以上する子が５０％いるという結果でした。

読書時間が１日１０分未満、全く読まない割合が約６０％と読書時間も少ないです。全国的に見

ても、毎年読書の大切さが言われています。本校においても、秋に読書週間を設け、読書に親し

むように、子どもたちへ支援のしているところです。今年度は、コロナ禍でストップしていた読

み聞かせの「どんぐりさん」に１０月から全学年に来てもらっています。図書教育をより活発に

していけるよう学校でも取り組みを進めます。保護者の皆様も少しでも子どもたちが本を手に取

ることができるように、ご家庭でも読書環境の整備にお努めください。ご協力お願います。 

また、上記の円グラフを見て分かるように、テレビやネットで情報を得る子どもたちが多いこ

とが予想されます。メディアによる情報化はどんどん進んでおり、新しい情報が即座に入ります。

ただ、その情報が正しいかどうかを判断する前に広がっていく世の中です。ご家庭でもお子様の

ネット環境を確認しつつ、管理の方よろしくお願いいたします。学校でも先日、全校生対象に専

門講師を招いた情報モラル教育を行いました。子どもたちが教師も知らない情報をたくさん知っ

ていることに、職員一同驚いています。子どもたちの日常に寄り添った情報推進を一層続けてい

く必要性を実感していることころです。 

今後も、児童の気持ちに寄り添い、日々の児童の変化を直接のかかわりの中や、日記、アンケ

ート等で早期に発見することで、お互いに心の通い合った教育活動を進めていけるよう全職員が

一丸となって取り組んでいきます。本校の教育目標である『すこやかで、創造的に生きようとす

る児童の育成』のためには、保護者の皆様、地域の方々の力が必要不可欠です。今後も若宮小学

校の教育にご理解ご協力よろしくお願いいたします。 

読書と学力の関係は、かなり影響すると言われ

ています。１０分未満から全く読まない児童

は、全体の約６割。 

１日２時間以上ゲ

ームをする児童が、

５０％もいます。 

５２％の児童が

２時間以上テレ

ビなどを見てい

ます。 

１時間以上家

庭学習をする

児 童は、 ５

２％でした。 

中学校では、

１時間×学年

が理想学習時

間 だそう で

す。 


